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おのず守のが、とえLr¥自俸と L 之豆島一貫し. おお志}忌受J絶した氏系を

存L之い 3除r-.'.といっ之い，，¥<7乏恥り 1ユ. t ¥ ""if' ¥れ号，妥当かっ包

箆持芯契託理事為之さE円三与がら， 卒来，主旗芝陣l{)jV詮にと 7 之も弔1用

周目乏品ぱ寸Rの七のだ10

低音理論のこのヰmt<t-J 程 jsき昔、、，筒浮歪否情珠芯ポ主主ftキ{し乏採

用し支之¥.¥dこ之によきと二 3が、J 丈三r-11¥ 0 (之こむ r簡潔ムと¥.¥

うのロ、主とし之、理論化のために品管と芝山~単純千七のこと乏\\

; ぃI r特殊」と日うのf手，芝川降、tフfd:.oら経宿毘免乏解明亨三た均

! のちの三をあ 3こでを¥¥うt>) ~F し l立，医ß-cろ従l主等昔、， Z号室主む
]d: ¥ ¥放に問題さあ3‘ と区思~{)怠 n .， く写当き及¥¥抄tラし以忘れがL
乏肌|立，議至情理論の肉苦手三子1写正す八、‘を主?の<3、三円リ， 1事復可決と予想

y芝臥~c) Z: r:J-， ~士、二之口フ之兎\\ ~こ二 3ß"怠\\0 e・は1立7y名う1:>'

? --}O"F-:..しにきわめ之閥種的 Fさと思め以 ~l:多 f立.程l音色グ ë介

ι7喜べ‘て.自宅の描く程j普段cろ泡気性ヒ輯殊性j二広志!歩T芝、総唱蓋さ:

あ~ニヒ.ζ、あ ~o

建議11い己は\0~需易手「往左知3 とは 自らかい妥当怠壱 ζろとし之通用す

ð~芝草草芝知~乙ヒ否示会。 く髪tふたとそ三平lレにたっ志ち，当尽にち，

妥当さあ 2差是担ほ嬰万ったでラのヒ危急.，.) 祷~1手窪誌か‘包 lh.q 情家!主

E:ttミtまえ之2子くたあにほ，経撰モデ lレか‘:阻害t~ U¥.之ミt.，三来医t7t'J 
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|手ヲミ主りつ F 怠肌之H1吾作汎降、怒らs-(¥ 0 す1さしηち，議宮淳首y芯i豆定

!立自照的1a-i.亙定ヒ¥\か7C5-'î，関~，こあ 3aypf 経)普的芯行為同人間行

為一版三こいず広三関係に3うるめる¥ 一一，結び 2，荏梼宮古筏知広，

件虐~"é場建史との簡に， ) ¥ 1タ惇とのホ葎与をZ之、め2¥'d-のか?

\J't ら ix‘捕らかきた~I\ 主主ら，芹色味、された寵議E望脅が、知識、乏して有方毛

!ま布、の真正の急建広J Bf\ち丈?と~怒らむ1\ 0 権高ぎを成、主±マミ与を

の当初に1手，盟議?A身長主ち咋lに的存簡に事 きあ勺たごうした間，¥t" 

修i審挙f夕、直定持主主尋問領主君、とし之草子短し. ゅgさ?志川七めに怠ヲ之

ゆくにつ削之，声専従tラ与Zち~まま〉足寄に持院代と達三1¥やらI.t¥.

つ¥¥に!歩ま門医く祢l-t1.ち吋¥F-三かの.J::， f2-' 0 を l之.現在，程洛予堅持

!手，乏0)奪回司、仮設乏自fセ!二開瞭に方ろニとのない dう忍J 油反尚志

犠実物の返さ芝呈，し之，，:30 

1. 6 11記号主菌務If I立，催i者持層安αヰ問l守主主主こtlh... tt念号事え
に閉し之菩当怠社危理論 2'lf)~ ことを，めきし-z ¥¥ ~o しが ι. 経

i官事長!ま.社会事ゑヒネ耳今7きぶり，いわ l京、をの7Jli' ):::1霊めこま似

て&'~Ò)ヂざがあ 11茨老~願詠 rr 瓜程権埋，き与を肉E可 5広守、であ 3

〈‘あ~ ¥¥ fd.， Ij>:くとf7，ありう/でミt程磨き之果、矛包容志け仇f;1'""s.

ら厚い)判。

~) 弘りう八‘む経済事ピ書1¥1=0)託子"認号室問弘、対当初程海理祷r日L

豆郡三沼健1普建論φ1d-T'に尾つ7:1'ちt知的W¥TcP¥台弓，.3'.M3.

町長宅三空間論"f.与.徒信号手今回青籍抄仁たら¥¥~:::::ヒ吉三極.1T芝け

~に L ても， と之t，f\と補曳負タ志社会理脅とし之，帯主陪領域F二積~ð?

Tめよう恵子ミ司f7z0作業を課をけ¥dことに怠3尼、3う。ひ芯つ 1::/丸

"も己毛区閉動Hα 履理論!こ担当苛三部ヂシ司~1.う Q'，経l怪活摂時乏f主註

tplこ横時しおれ trきこと P 二lれが¥ "経障の択主主知"の韮東京z部ラー

を亀時すき昆、3ラ。この議事与を聞怠ぢきことにより，健法理論怠¥¥

ι経指与の急設さ乙 人聞と社念o)原理偽お様沼ヘ之焚グト乙ぐための

一鍵 1泳三与えらU¥.~þ 似たつに「色鮮慌をこ之主ムの愛憎可保玖、乏L採九
9 

ずさ二ヒ之さあき。この伴業住 111亘書急が実符苛y~らか fラレtt\芯 l 、 棋会告

におけ三与と間帯。手特定まを之ろさzf)ミ三う β、、，を¥f¥t)~ 予し和署芝町 長元

色と墨色ろとこ名があZとす臥ほうをlt¥，:r ，き罰金ぅ鰹蒔色。情1完主的

怠析与之し之培黙の警乏に岳 1、之，，~訴I尾長件(内いくつか〉をこと

芝ちとリ外したり，安lfr.:: rこ村F竹口之干三リした三猿色1-，果セし之之¥1め
よう元主催}苦労秩キが‘生時立砂\'ðのかて筒ι~Iの議稽雪首長存関F決

芝毘盆苛とまフ!之議論左前旦あたごよ3うζ 亨きこと. ~ëF\ ~Q あっつめ

|三倍以工のようにし之精査主収?とき重々φ綻!芸 7之干ムQ)}更:nξ ，

特鳥 C乃花安こにまるひきも b し之〆レ1~.り降、「砕持主」し， をのえ麿，I挙活安

急電主主ヨミr1言、す， て h うy手業官三月三o 二のず手当Eg， h健福cろ記号訟7
11 の，百足司動部令を糧育すd-t;のだ p ーーこれら3つの作業廿判長

左左手ちこと仁よ弘 前提号室暦犠刊広，徒清守護療の枇特1理協と L乙

の〆事ミ効性匂長官号万3=とかさミ町三広す下ZLと老え30

1.7 をけ1ゆ之， ごこにいう"経路の認毛鵠内とI&.，径醇領域、の
存ずに，レ， ltフゆ~ r安宅三宅」め F 出来あいのゆ才博信ヨーや弁荷三子ft¥

~，蛍 1て祢丈直前によヲ 2. 林海均にそ三 tヨ二人3 とようと"うこと

C:，餌ち企図す2与をので‘怠l'0 をう~\広尽くて. \.tフlt\何Î41 の組 ~c支

う怠骨副長芳之免 f二度目ミミ主似 3育支持が〉本来八頭~織りなすす乏乞現身ιに

当1..-&ラ平良乏をつ老のきあリ.:$笥13主にな 主主u¥.G記号見君主に附領的怠

諸説経ミこし之禽喜朗つ芳ぺ、ミ1cのさあることを. 主張l，また宅需撃のま奏

品誌の存 β さ・奪三氏r什ていくことE...邑穫と可喜毛のさ‘Ji"a.o 

1.8 当面~b Ll'¥切)取柄、特急に広7fハ4ぎ件当tE，っ寸、@ように樗庁、

之砕きラ二乙15'2.ト~ s.-1乏¥3ぅ:

り) (.〒ワ之トとしての〉莞新得帯等Eノ無設す~こと o

(2)鮭構嶺吟ヒ璽民主臥a秩下干の支帯広1¥ l.商雨降珂魚住内主台フ乞

一一一一_-t-の主三ι 党 l、再三;友と.， 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
10 



1手必何の，曹乏動的B課題g:.J r徒指挙A人顔写イ亡ムヒ¥¥つ之壱よか 霊童品工の夜色Cろ向宅~ f)\'， 芝の要五輪:c=T' IV と震柄宮司 \"f1ode\一向i司七~Vと

ろうかいノ二lt'¥.応‘ T葬2の合ξ動的存隷廼勾主めの史'fr要件を芯-J)~'3 亡よ手之ら t凡f をのようにしか与えら恥怠\\同町，当燃をあきo (.写

ろ。魚雷をJ ì程l主 φ人間1'\::; ム之J:.-ぺ、服、，蜘専 l~ 苛ぎ3 芝、あ 3 'Sか の二と畠佐乏問題泡Eす~~こ ëF \れ ほ・，千T ミ マ了ミ害、<3，，1ぅ g..) lか L'最

? 乏件、 Lタミ~船主担珍左手両手'3-'託星空笠宮~気"の作業"\ーマ lあ nfO)接持経j普き司撒合とリ的 Ij問題号ぷろ勾/守 芝川rfA.閣の検芯

牒ゆ伊之ロー寸再三/とし之~，長車掌のえ意乏んみら程j在る λ問先入、 きいが左手き見事ミと照~苛ã-=e-めさt おきずにつ\ ¥ -Z， ~\勾よ 5 fJ江ち
どいうふうに零紙芝引きり=の作業が一段返しE之さに. u.. ~つめ t;.R Q.うごとが・5く怠フ之雪之 nb三と之さ広三 D こLれを，程度巻ヒ

方法と L之の四倉島普内託老論l'ず をの対惨E乞た〆乙ちZ~ずち 人関与《川内p~られと河町院と許思し Zおくとしれ。二臥l立，

し臥左手れ o マlしワ之但帝ちの子元社時三に折、¥¥之号J 削除さ、tJ-Fc手¥¥*)也

2 

経常三与の 11惇説"と広，阿か守

2.. 1促湯巻芝「鰐黄JJ.事3"忌むというと， ~ l> 11 I立五必要荘た

存色、、君主I乙，邑くじ、らE.l三之，ある l'広商事尽ら人と怪童芽に思うむ

主宅ラ， ~ ~ がもし臥怠~\ "径月号ち1手" ?をし之「暗号斗 I亡ょっさ琶ず

れ-z.J5 ~与わ庁 Z:- rキ窓口のだから。料きと L2の起海警の肉整~，

IJJ¥証左手もの倍。之収 ε(d-. ニの上，徒話誉主晴晴をi ぢ3必零。、ら
~，巳あちのか?

経持まき手か伺い之 t、豆諸々の脊乏を包の問主ず柄訳さあきめ広， 7ミ貯荷主

1脅官学 A蓮寺命恒E張 φ 写力、にあ‘ h て官庁包広s二とヒ，ま不注意しなけ
は\.0;-1:主ら怠竹 o 壱ち g ん，程滑掌七突き迂元斗急につら主主 g 毛の忍~号

以上 1三，経験偽1$-芭厚手どあき対応をモアヴ之、\~ことは，下三し斤~l)

り，男裁とφ有之怠乏， 三A者宰験的Z孟歩干再三初芝毘出方ごとにぷフ zr

鳥寺特J e1)ミ5ニとも"2さき主主¥¥ニとを協定多いra:;キCdろg。 しかし， 乏

のよう怠「時釈斗 1ま，いっ忍も町民e'e拓三主的汁Z、ちょ降1¥O. (理稀

司乙干、)レIユ，たた、金侍ζlz.，官ii事現免をうっしと 3うとす3よ5怠

tラの l-=-J '1) ~・5いずら心 たと之 fd-，幣働=白色笛ゃ，納得‘ 2こいつ

_ __ 1之被忠之ゑ乙之~- ~. 存ら~-'J:~L..'2.~勾警惰!手県?ーさーリす湾。…

洋) 1YltU2予の催権理論仏民三ろん志来人聞き動7忌企図勾ちと!こ〆貯じ劫ち取た

かきまら氏。旬、志かれら.す町立 w資多捕J)~高務執仁術3、2有t1):töleF5'吻，千マ

の重体に差浮きf::怖が，定住友、凶が~~聞の徒指名義むを小昌径を壱，投錨m

に荷主巨:すことは3ミミおかF-:.o~~協今日に歪ちt/埋ゐ5l.t\.C8~経伝理主誌

と犠織の哲きるをじ λ嵐 Tきと無線の組事建論ーーと甲信¥r袖言究論」

とよt記憶と句Eのが、守司?っ芝山&-~\之ーーとかう蛍仁tまでEし之凶3ø

議室高当~1主祖~1云し 7ôtぜちょう怠根町免乏、え観的忌理事きヘ闘が

ヴ之棟ヨ?と¥¥之 I¥くこと a こU'¥"E，わたし f手，主しあたリ荷主l胃掌o)

「鰐夜斗とちフ Z司、くり経]普与主人商与八と組みが之"2..V"'¥く作業0・L

二川名、品 ~o く三め手f霞ミfd-_総選萄歩夫、左在自象l"2fgために開Hi? u¥. 
1:: 1手Gf cう往路の手従乏乏~像仁みた之収f;J!'.，をの主主食~12-むさこと

に2p¥12 ~、 - とちえよう，，)

除 2.2 侮落事協，主零に広筒五千及フ之y¥3ra tテ? ，¥うまろそ三窓
ーく， を ~1ま， 顔品の手之震ft，lちさある。経洛き!立，キゑ Mcmk.zXにあ‘

ー l寸~繭取引活動に注且し，存主長芝庭婦相のtÞl~ 口甚之~。程1杏ξ守、 lν

と1手，とリ ef.主万二r1)"，三め下F塚ø 二とて"あきの~o 二のこと 1五

~Lk. 11フ廿\..0 句l~ 有パ、 2 0> 径海手話建知!こ，交通 L 之れらをち3 人，

解海急務想主命同二，祈f寄令析や、惇ま程1奪第d 玲長建論，鼠R寝静Z庶巻、

. • ~主どa~.1 工z二宝、ま窓下危包わ 1こ併なめu¥之 1¥ 2>片lhむ'o，三
れら f手， tp攻τず IVq 検定 EI~~ ¥1¥句、く gょう仁しさ、出来上っ 2
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l¥ ~捜第三をあク之 a をこさも，ち戎の 3ろ~-x f}'\~ 苦互手専の忌かぎる花
号E手位置互缶め 2" ~ごとに lすを lh J)歩、忘れのさtあ ao

こ仇事情ば，頂付仇帯主l普零下里輸の論理稿直向，二点白骨可お年y¥Qro-l

E当心.\ìb~了札制寸heo r- y 之よフて与えられ守竹宮亭突からセ~t!F\ちすで・あ

~tて 3 ラ。二こにいラト角智ム之江 ， ~å 町司令東 l二号いて需雪量

之良給量とず均事定安否ニコ乙， きあづ・ 「ー終内脅l...) 之体，下室渋の市

坊に1)¥ \之ごめ拘信事か問慌た~県写 3 ニヱ一、Z: Jう宅。名活さのあら

ゆきま亀埋積色s' いすれもー煎揖筒鵠!三ょっ之元まずつ〈マ言、と l¥

ラこと 1手，キ震があちゃ~紅海毛守 )ν の根室E宇芝璃誌、して n~ からニ

芝.芝う障のきある，

2. 3 if;万三"8:ft怠的ij1.五品辰吉!の美径は. u-'r:ことさ れえた公友穐
さあ2).あヨ告主持壬主智之引の程}善主三たEと折、名自の特積可 Z 巧客足芳

一定'EEE二刃1のあ号取---皇室X ξ . 京ちの色室主主孟れしき芝約1三モラをこグl¥

て. 主と均0d二と ， さあ三ib健T甚掌尽， ft点めなかで、〆 λモ二人とa

顕在このように町が・(ヰ也事L肉に〉守量動7すき=とを 1きら寿程。ひ才雪之

ピずし こζろ.友1貨の比三戸を領官豆す玄ように膏主L之"三;.-' ~ ~栓

の長工会主長とし之，ギ法1記名 w以rketP斤白ボあし需主醇嘗め理論的
色箆)~rエ，当まさに毛， この価格の友茸1N.・ eのようにして主めら帆容

のか芝陣日月古名乙とに，三事甲土¥，f¥1とo I包培法則二を"'^";理鵠|三乞っ

て.苦l:!fu;のさ者援をこ忌き詩玉南 i玄君!のクち急丈 Cろ七 ðJ ~' &;1子ノ 2こちヲて

よ¥， ~ 

恒治現憲主f手 lh札的防しが旦貫主主三活にお 1¥之手町1ご帝王識しな t¥}t庁

1二!苫 1¥1J\存 1\ 壱仇さあきめき，主要~ }之理解きさ壱ように思われ3か

モLll'¥ 7忘れ 7ア¥'，芦之し Zをうz，r;;エ怠¥¥ <:>えl玄耐に聴き、すま芝山た鰐対
仇胃乏をニにあ之ずヲ ω2、Ja.I¥限り， 1風格民家cち政均l~，良平くユと

t穴・e-芝存¥¥~あヨヲ‘旬桔f手，~の&立を.史論。古まちさ岳種E長芝

肌?寄付恥lま古きら浮1¥0 

:一一:一 回常5国語人予点時:爪ー フー ~主主~_~_ .5主主一室二.r~翌二t. ZF?草創竺~
工3

号。 とをは1らf手， セ三と乏 r.S::.寝係留守吾/取引衛施 0=巧 d乙7ナ， 入札師

泡/契約田沼容易三とが，祖貯そ寛也格/義実質「屈指. 2-為 3￥ fれ

をキ缶百/官自!島高示巧 3 とが_ l宣明恒也/史物ffi福&j?q，とガう

ー だ。 f面精〈乃穫期之、乏の性穫にフ l¥て詳しくの々ようとすき-e， tフ

~"，市点(})種主主怠~・ . 手芸 l高毛予 1ν の~方主 z さまの主要にいちいち

応cて，伍塩の理主晶E柊芋Tし広片以)まなlYIa-l¥"(ざ &¥3ラー 仁包宿応

背景にlEl討的佃巾式ー代laiお~写程急きあ 3 かち。) • =の作業[d:.， 丈

1ユーか')'za c-めとならさ‘~~之 f;;fl ¥主に， 当直め片つ l札切れの関ぺ〉乏タト

収ら。}h臥巾 Uにl手均衛白屯令市主主、を一阪舟衛モ守、1¥/に与ヮ之五官、

'fる二とを，二二ε邑均とするので広志く，も l3〆一陣'Q./二，布主ゑ
め略立ち乏.託金 γスマム今何為重買に百7して焚みとく=と E した

~( (~汁fj..) (J) (3-"オヲ成種痘左さしあ托リ情!t.t!:すtt，詩議す3乙しょ

。
J

フ

2.4 租オ告と広，千格安保にお庁~a，~主悼の行為と引のあ 3主俸の

ー行為との手邑互関係を電包すs七ゆきd5~ iJ-，-'" 1面積写り紅海l玄剛志フ
ヒつ h 之彦之三よリ t 前に.時5庶 1ft，. 当~tフ，告ニ怠二V 之守ム内中にむの
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2. 9 主主悔忌自主亀ヒー拘土匂貸守吉弘
2.10 t'Y¥ocア司貨幣吉和
2.工工 賃鳴-3街，者喧
2.工2 矛とめ

3 場憧弁=\匝涯誌命仇合1~とTまと主計希情
3.工 場肌=也管論ハじろ畳居R..帝.
3. 2 f'i¥ CL¥?<-の1宝石今色電:
3. 3 情跡=1盈恒持初旬鳴きヨ
3.斗 明野=~国巴略。布地怯
3. 5 ff¥i専清福与E¥r，主j1
3. 6 鳴勘=I!ffi.包漁尽時私、宅金将霊長干、を芝市芝之、'¥"a
3. 7 十%

斗 布茎福のえ関(1;ニハ
斗.工 ギ冒寸7捜豪えとし乏の徒指
斗. 2 写本1も市宅情巷の無η
斗. 3 常初定量弘
斗.斗 関 1宅助作前Tf
斗. 5 ギ量打め富芭世と璃ゑ良
斗. 6 持有吉
斗. 7 析首殖さL
斗. 8 資本ー賀、労働環気
斗. 9 賃労脅か9曾宿主宰O)Eめに
斗.工O 寸河\11' 7ラ 'I~・4~ (UIv1ェピコぬ
斗.1工 f要労働苛芝!k
与.12 資~く芭罵>f切左品に
与.13 記号互均宮の自主L

Hashizume Daisaburo ￥l与o.ー
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